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岩出市内の岡田地区は、花卉栽培が盛んな地区です。
これから4月上旬にかけて、キンギョソウ（金魚草）の出荷がピークをむかえます。
咲いた花のかたちが金魚のように見えるため、キンギョソウの名がついたそうで
すが、花の色は赤や黄、白、橙、桃色があり、草丈の小・中のものは花壇に、大き
いものは切り花に向いているそうです。
表紙写真は、岡田地区で花卉栽培を営んでいる光𠮷さんご夫妻にご協力をいただきました。
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　これまでの、「老人保健制度」に代わり、75歳以上（現在65歳以上で老人医
療受給者証をお持ちの方）の高齢者について、都道府県の単位で構成されてい
る「後期高齢者医療保険」に加入することになります。現在、国保に加入され
ている75歳以上の方々は自動的にこの制度に移行されますので、詳しくは後期
高齢者医療制度のお知らせを参照ください。

75歳以上を対象とした「後期高齢者医療制度」の創設

　現在国保では、一般国保と退職者国保の2種類が制度として存在します。
　今回の医療制度改革により退職者医療の対象者が75歳未満から65歳未満に変
わります。
　平成20年４月からの保険証を３月中に発送する予定になっておりますので、
この対象者の皆様はご確認いただきますようお願いします。

退職者医療制度の対象年齢の変更

　「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、医療保険者に対し、平成20
年度より、年度内に40歳～74歳となる被保険者の方を対象として、メタボリッ
クシンドロームに着目した生活習慣病予防のための特定健康診査及び特定保健
指導（以下健診・保健指導と表示）の実施が義務付けられました。
　生活習慣病は、国民の医療費の約３割を占めていますが、早期発見・治療に
より発症や重症化を防ぎ、生活習慣の改善によって予防も可能な病気です。

40歳以上75歳未満の人を対象に、
特定健康診査・特定保健指導が始まります。

　現在、市で行っている「乳幼児医療費助成制度（県補助事業）」とは別に、
国保に加入されている乳幼児に対する自己負担額について、義務教育就学前ま
で2割負担となります。

乳幼児医療費の対象年齢拡大

特定健康診査・特定保健指導の流れ

1：特定健康診査（問診＋検査）

生活習慣の改善の必要性が
中程度の人

動機づけ支援：
生活習慣を改善するため目標を設定
し、行動できるように支援が行われ
ます。

積極的支援：
生活習慣を改善するため目標や行動
計画を設定し、継続的な取り組みが
実践できるように支援が行われます。

情報提供：健康的な生活を送るための生活習慣の見直しや、改善に役立つ情報を提供します。

生活習慣の改善の必要性が
低い人

生活習慣の改善の必要性が
高い人

↓

↓ ↓

↓ ↓

↓

2：特定保健指導
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　これまで、市の衛生部門で実施してきた基本健診やがん検診について、加入されている医療保険別に受
診の仕方が下記のように変更されます。

①集団の特定健診（従来の基本健診）は、国保加入者の方のみ受けることができます。
②各種がん検診は、医療保険加入の種別に関係なく市民の方は、今までどおり受けることができます。
（ただし、集団のセット健診については、国保加入者の方のみで、国保以外の医療保険者の方は、個別で受けることができます。）

③20歳～ 39歳までの市民の方は、医療保険加入の種別に関係なく、医療機関で個別基本健診を受けるこ
とができます。

＊乳がん検診について、平成20年から個別検診を導入します。30歳以上女性の方で、先着200人（予定）、公立那賀病院で受診す
ることができます。

☆20～39歳の市民の方の基本健診については、3月広報に「検診申込書」を同封しますので、内容をご確認の上申し込んでください。
☆40～ 74歳の社会保険加入者とその被扶養者の方の各種がん検診については、3月広報に「検診申込書」を同封しますので、内容
をご確認の上申し込んでください。
☆40～ 74歳の国保加入者とその被扶養者の方の特定健診・各種がん検診については、和歌山県国民健康保険団体連合会から、ご案
内を通知しますので、内容をご確認の上申し込んでください。
☆75歳以上の後期高齢者の方の
　各種がん検診については、3月広報に「検診申込書」を同封しますので、内容をご確認の上申し込んでください。
　特定健診については、和歌山県後期高齢者医療広域連合会から、連絡等案内が送付されますので、内容をご確認ください。
〈コールセンター〉和歌山県国民健康保険団体連合会：電話番号は、送付される案内に記載されますので、お確かめください。
　対象者の方々は、ご自分の加入している医療保険をご確認のうえ、受診してください。

平成20年度からの市民健診についてのお知らせ

国保加入者（40歳～74歳）
種目 申し込み 期限 定員

特 定 健 診
（基本健診）

集団 電話でコールセンターへ予約 5月から 8月までの15回 1500人
個別 電話でコールセンターへ予約の上、

直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から 9月末まで

胃 が ん 検 診
集団 電話でコールセンターへ予約 5月から 8月までの17回 1000人
個別 電話でコールセンターへ予約の上、

直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで

大腸がん検診
集団 電話でコールセンターへ予約 5月から 8月までの17回 1000人
個別 電話でコールセンターへ予約の上、

直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで

肺 が ん 検 診
集団 電話でコールセンターへ予約 5月から 8月までの17回 1000人
個別 電話でコールセンターへ予約の上、

直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで
乳がん検診＊ 集団 電話でコールセンターへ予約 5月から 8月までの17回 1500人
子宮がん検診 個別のみ 電話でコールセンターへ予約の上、

直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで

社会保険（40歳～74歳）＋75歳以上の後期高齢者
種目 申し込み 期限 定員

特 定 健 診
（基本健診）

加入されている医療保険者から案内等通知が来て、住所地の医療機関で受診することがで
きると思いますが、詳細については、加入されている医療保険者に問い合わせてください。

胃 が ん 検 診 個別のみ 「検診申込書」にて申し込んだ上で、
直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで

大腸がん検診 個別のみ 「検診申込書」にて申し込んだ上で、
直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで

肺 が ん 検 診 個別のみ 「検診申込書」にて申し込んだ上で、
直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで

乳がん検診＊ 集団 「検診申込書」にて申し込み必要 9月から10月までの8日間 1250人
子宮がん検診 個別のみ 「検診申込書」にて申し込んだ上で、

直接医療機関へ問い合わせて受診 5月から翌年1月末まで



　岩出市国民健康保険では、出産費用をご準

備いただく負担を軽減し、安心して出産を迎

えていただくために「出産育児一時金受領委

任払制度」を実施しています。この制度を利

用（申請）された方は、出産に要した費用が

35万円を超えた金額のみご本人が医療機関等

へ支払うこととなり、その費用が35万円に満

たない場合は、国保から差額を世帯主にお支

払いすることになります。

　なお、従来どおり医療機関等で出産費用を

お支払いした後に、出産育児一時金の支給申

請をしていただく方法も継続して実施してい

ますので、出産前に出産育児一時金の受取り

方法をご検討ください。

申請対象者

支払い例

　国民健康保険被保険者（加入者）のうち、次に掲げるいずれかの
要件に該当する被保険者の方があり、出産育児一時金の支給を受け
ることが見込まれる世帯主に限ります。
　⑴１ヶ月以内に、出産を予定している方
⑵妊娠85日以上で、医療機関等から出産に要する費用の請求を受
けている方

　ただし、国保税を滞納している方は、この制度を利用できません。

手続き方法
①保険年金課国保係で「国民健康保険出産育児一時金受領委任払適用申請
書」（以下「申請書」）を受け取ります。

②申請書に必要事項を記入し、出産予定医療機関等で委任の同意を得ます。
③保険証と出産予定日を証明する書類を添えて、申請書を保険年金課国保
係に提出します。

④岩出市で審査し、その可否を決定し、申請者と医療機関等に通知します。
⑤承認された場合は、出産後、医療機関等から岩出市に出産費用の請求書
及び出生証明書の写しが提出されます。

⑥出産費用の金額に応じて、岩出市が出産育児一時金を医療機関等に支払
います。

詳しいお問い合わせは、保険年金課国保係まで

出産育児一時金受領委任払制度
の実施について

国民健康保険

出
産
費
用
が
40
万
円
の
場
合

国保被保険者

国保被保険者

病　院

病　院

岩出市役所

出産後、出産育児一時金を受取る場合 受領委任払制度
出産前に市役所で申請し、承認された場合

※出産後35万円は岩出市から病院に支払われます。

①出産費用（40万円）
　を支払い

②出産育児一時金
　の支給申請

③出産育児一時金
　の支給（35万円） 35万円を超える費用

（５万円）の支払い

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

出
産
費
用
が
30
万
円
の
場
合

国保被保険者

国保被保険者

病　院

病　院

岩出市役所

出産後、出産育児一時金を受取る場合 受領委任払制度
出産前に市役所で申請し、承認された場合

※出産後30万円は岩出市から病院に支払われ、
　残りの５万円は申請時に指定された口座に振込みます。

①出産費用（30万円）
　を支払い

②出産育児一時金
　の支給申請

③出産育児一時金
　の支給（35万円） 支払いの必要は

ありません

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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で悩んでいませんか？多重債務
　家族や親族に相談しなくても簡単に借金ができる

ことから、借金が返せなくなっても相談できず、返

済のために借金を繰り返して多重債務となるケース

が急増しています。

　借金を整理する方法としては、①弁護士や司法書

士に依頼し、利息の再計算により支払計画を作り直

す任意整理、②自ら手続きをし、簡易裁判所の調停

委員が交渉を行う特定調停や、その他にも③個人再

生手続き④自己破産などがあります。

　多重債務でお悩みの方、まずは勇気を出してご相

談ください。

◎多重債務に関する相談・問い合わせ先

　市長公室　☎62-2141（内線 114）

　岩出市では、災害対策基本法（昭和 36 年法律第

223 号）に基づき、市域並びに市民の生命、身体

及び財産を災害から保護するため、実施すべき事務

等を定めることを目的に、「岩出市地域防災計画（改

定）」の策定を進めており、このたび素案がまとま

りました。さらに広く市民の皆さまからのご意見を

募集いたします。

　なお、お寄せいただいたご意見を参考に、内容の

充実を図り、今後、「岩出市地域防災計画（改定）」

を策定・公表の予定です。

募 集 期 間／平成20年２月１日㈮～２月15日㈮

対　　　　象／岩出市内在住の方

計画案の配備／市役所総務課、市ホームページ

意見提出方法／•任意様式

　　　　　　　•郵送、FAXのいずれか

「岩出市地域防災計画（改定・案）」
に関する意見募集（パブリックコメント）
を実施します。

法テラス和歌山（日本司法支援センター和歌山地方事務所）
和歌山市十番丁15  市川ビル2階　電話050-3383-5457　窓口開設時間  平日9：00～17：00　コールセンター 0570-078374

法的トラブルでお困りの方は
お気軽にお問い合わせください。

１．情報提供／法制度や各種相談窓口を無料で紹介
２．民事法律扶助／経済的にお困りの方への
　　　　　　　　　①無料法律相談
　　　　　　　　　②裁判費用の立替え
３．犯罪被害者支援
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
市民税係………………………内線 141 ～ 144
納税係…………………………内線 151 ～ 153
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147

納税は便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

口座振替のお問い合わせは税務課納税係まで

　税源移譲の実施に伴い平成19年分以降の所得税が減少したことにより、控除できる所得税の住宅

ローン控除額（住宅借入金等特別控除額）が減少する方については、お住まいの市町村（注2）へ毎

年度申告（平成20年は 3月 17日まで）することにより、その減少する分を翌年度（平成20年度

以降）の住民税（市町村・道府県民税）から控除することができます。

（注１）平成19年及び平成20年に入居した方については、所得税の住宅借入金等特別控除において控除期間を15年とする特例が設
けられています。

（注２）各年度の初日の属する年の1月1日現在（平成20年度は平成20年1月1日現在）お住まいの市町村

住民税の住宅ローン控除(市町村・道府県民税の住宅借入金等特別税額控除)の
申告をお忘れなく!!

（対象：平成11年1月1日から平成18年12月31日までの間に入居した方（注１））

｢市町村民税道府県民税住宅借入金等特別税額控除申告書｣ 提出方法

所得税の確定申告をされない方 源泉徴収票を添付して市町村へ→
所得税の確定申告をされる方　 確定申告書とともに税務署へ　→

＊申告書は市役所税務課・税務署に備え付けてあります。岩出市のホームページからもダウンロードできます。

　固定資産税の対象となる家屋は、毎年１月１日

現在にある家屋であり、原則として所有している

人に課税されます。

　年の途中に家屋を取り壊した場合は、翌年度か

ら課税の対象となりませんので、『建物滅失届』を

提出していただきますよう、お知らせいたします。

　詳しくは、税務課固定資産税係までお問い合わ

せください。

『建物滅失届』のお知らせ固
定
資
産
税 

納
期

平
成
19
年
度
固
定
資
産
税

第
４
期
分
の
納
期
限
は
、

２
月
29
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。
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粉河税務署からのお知らせ粉河税務署からのお知らせ
　　　　　【送付による申告書の提出先及び問合せ先】
　　　　　　　　　　〒 649-6592　和歌山県紀の川市粉河 807
　　　　　　　　　　粉河税務署　個人課税第一部門　℡ 0736-73-4204

パソコンで申告書が作成できます!
　確定申告の期間中、申告会場は大変混雑します。国税庁ではホームページを開設し、
確定申告書がご自分で作成できる「確定申告書等作成コーナー」を掲載しています。
　ご自分で作成された申告書は郵送等でも提出できますので、ぜひご利用ください。
国税庁のホームページアドレスは「http://www.nta.go.jp」です。

　所得税の確定申告会場のご案内
○日　時　平成 20 年 2 月 25 日㈪　午前 10 時～午後 3時 30 分
　　　　　※ 12 時から 1時の間、申告アドバイスは行っていません。
○場　所　岩出市役所 3階第 6会議室（岩出市西野 209）
※当会場では、土地や建物等を売却されて、譲渡所得がある方の申告アドバイスは行っていません。

　粉河税務署の申告会場
　今年度の確定申告も、粉河税務署の申告会場は、粉河町商工会館２階です。
○期　間　平成 20 年 2 月 1 日㈮～ 3月 17 日㈪
　　　　　（ただし、事業、農業等に係る申告は、2/18 ～ 3/17 の間です）
○場　所　粉河町商工会館２階会議室（紀の川市粉河 878-2）
　　　　　（粉河税務署から西へ徒歩約２分）
　　　　　※粉河町商工会へのお問合せはご遠慮ください。
○時　間　午前９時～午後５時
※税務署では閉庁日（土・日・祝日）は、相談および申告書の受付は行っていません。申告書は送付また
は税務署の時間外収受箱に投かんすることにより提出できます。

　岩出市役所の申告会場
○場　所　岩出市役所　３階　第６会議室
　　　　　岩出市西野 209 番地
○日　時　平成 20 年 2 月 18 日㈪～ 3月 17 日㈪　午前９時～午後４時
※閉庁日（土・日・祝日）は、相談および申告書の受付は行っていません。

　国税電子申告・納税システムについて
　自宅や事務所に居ながらにして申告や納税ができる「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」がご利用
いただけます。手続ごとのご利用方法など詳細については、e-Tax ホームページ（http://www.e-tax.nta.
go.jp) でご確認ください。
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まちのホットな情報を届けます

　
（
故
）
池
内
氏
は
、
平
成
元
年

の
岩
出
町
議
会
議
員
選
挙
に
初
当

選
以
来
、
平
成
13
年
の
任
期
満
了

に
至
る
ま
で
、
３
期
連
続
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
そ
の
豊
か
な
経

験
と
手
腕
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

岩
出
町
政
（
当
時
）
の
枢
機
に
参

画
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大

な
る
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
そ
の
卓
越
な
る
見
識
と
指
導

力
を
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
11
年

２
月
に
は
岩
出
町
議
会
議
長
に
推

さ
れ
、
町
議
会
の
円
滑
な
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
平
成
19
年
10
月

７
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
３
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
大

宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て

消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
、
中

芝
市
長
挨
拶
の
後
、
部
隊
視
閲
、

永
年
勤
続
者
等
の
表
彰
を
行
い
、

来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
出
橋
下
流
紀
の
川
の

北
側
河
川
敷
に
お
い
て
、
各
部
隊

が
一
斉
放
水
を
行
い
、
出
初
式
は

盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
団
員
の
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

岩
出
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に

予
定
し
て
い
る
公
共
下
水
道
一
部

供
用
開
始
に
向
け
、
受
益
者
負
担

金
（
※
）、
下
水
道
使
用
料
や
下

水
道
の
普
及
促
進
策
に
関
し
て
、

平
成
18
年
１
月
に
住
民
代
表
や
学

識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
た
「
岩
出

市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
審
議

会
」に
諮
問
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
審
議
が
終
了
し
、
市
長
に

最
終
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え

て
、
受
益
者
負
担
金
や
下
水
道
使

用
料
な
ど
の
制
度
を
決
め
る
予
定

で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

答
申
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

答
申
内
容
説
明
会
開
催
日
程

　

平
成
20
年
２
月
17
日
㈰

　
　

午
前
10
時
〜

　

於　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
、
答
申
内
容
を
市
下
水
道

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

http://w
w
w
.city.iw

ade.
w
akayam

a.jp/kakuka/
gesui19/gesuitop.htm

l

↓

岩
出
市
公
共
下
水
道
運
営
審
議

会
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ

い
。

※
受
益
者
負
担
金

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の

方
々
に
下
水
道
建
設
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

な
お
、
受
益
者
負
担
金
は
一
度
だ

け
の
も
の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
（
内
線
３
３
０
）

旭
日
単
光
章

　
（
故
）
池
内
郭
羡
氏
（
湯
窪
）

叙勲平
成
20
年 
岩
出
市
消
防
団
出
初
式

　
　
　
　
　
　

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

和歌山県消防協会長勤続表彰
　　　　　　　　　　（20年）
　第２分団第５部　井神　俊至
　第４分団第１部　藤原　義人

和歌山県消防協会
那賀支部長勤続表彰（17 年）
　第１分団第１部　松見　隆広
　第１分団第２部　増田　充裕
　第１分団第３部　殿崎　和美
　第２分団第４部　竹田　昌平
　第２分団第４部　田村　隆行
　第２分団第６部　木ノ元敏弘

岩出市優秀部隊表彰
　第１機動隊（岩出地区・大町）
　第２分団第一部（畑毛・金屋）

岩
出
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

最
終
答
申
の
説
明
会
開
催
に
つ
い
て
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平
成
20
年
度
に
小
学
校
・
中

学
校
へ
入
学
さ
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
の
皆
様
へ

　

小
学
校
及
び
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
皆
様
に
は
、
１
月
末
ま
で
に

入
学
を
指
定
す
る
学
校
及
び
入

学
式
の
期
日
等
を
記
載
し
た
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
式
当
日
に
は
、
送
付
い

た
し
ま
し
た
通
知
書
を
ご
持
参

の
う
え
、
指
定
校
の
方
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
が
相
当

と
認
め
る
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護

者
の
申
立
に
よ
り
、
指
定
校
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
教
育
委
員
会
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
場
合
に
つ
き
ま

し
て
も
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
。

○
通
知
書
の
記
載
に
誤
り
が
あ

る
と
き
。

○
事
情
に
よ
り
他
市
町
村
の
学

校
に
入
学
さ
れ
る
と
き
。

○
国
・
公
・
私
立
の
学
校
へ
入

学
さ
れ
る
と
き
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

岩
出
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
（
内
線
２
７
７
）

NEWS IWADE

12
月
28
日
、
那
賀
高
校
野
球
部
の

部
員
が
那
賀
高
校
周
辺
の
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

　

那
賀
高
校
野
球
部
で
は
、
毎
年

年
末
に
、
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
、
岩
出
市
内
の
ご
み

拾
い
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で

３
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

野
球
部
メ
ン
バ
ー
は
総
勢
36
人

（
選
手
29
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
７

人
）。夏
に
行
わ
れ
て
い
る
ク
リ
ー

ン
缶
ト
リ
ー
運
動
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ご
み
拾
い
は
地
域
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
だ
け
で
な

く
、
地
道
な
作
業
を
通
じ
、
社
会

勉
強
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

高
校
野
球
は
五
位
一
体

（
監
督
の
高
津
先
生
）

　

私
は
選
手
た
ち
に
、
高
校
野
球

は
①
選
手
②
指
導
者
③
保
護
者
④

Ｏ
Ｂ
⑤
地
域
の
五
位
一
体
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
。
野
球
部
で
は
、

２
年
前
か
ら
、日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
の
意
味
も

込
め
て
、
ご
み
拾
い
を
始
め
ま
し

た
。
今
の
高
校
生
は
、
こ
う
い
っ

た
地
道
な
作
業
を
嫌
が
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
感
謝
す
る
心
を
育

む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と

思
い
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
「
心
・
技
・

体
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ

ま
す
が
、野
球
部
で
は
特
に
「
心
」。

つ
ま
り
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、

こ
の
ご
み
拾
い
活
動
を
通
じ
て
身

に
つ
い
た
感
謝
の
心
が
、
や
が
て

地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

（
キ
ャ
プ
テ
ン
の
奥
仁
志
君
）

　

僕
が
１
年
生
の
と
き
に
も
先
輩

達
に
率
い
ら
れ
て
ご
み
拾
い
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、「
こ
ん

な
こ
と
も
野
球
部
で
す
る
ん
だ
。

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
街
な
の

で
、
進
ん
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ぁ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
日
は
雨
が
降
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
地
域
の
人
に
野
球
用
具
を
頂

い
た
り
と
色
々
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
掃
除
し
ま
し
た
。

那
賀
高
校
野
球
部
の
み
な
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

キ
レ
イ
な
岩
出
が
大
好
き
で
す
！

　
　
　
　

〜
那
賀
高
校
野
球
部
員
が
ご
み
拾
い
で
奉
仕
活
動
〜

は
人
を
思
い
や
る
心
へ
と
変
化
し
、

最
終
的
に
は
野
球
部
の
総
合
力
の

向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路

な
ど
に
捨
て
た
場
合
に
は
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま

す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、

環
境
汚
染
を
ま
ね
く
な
ど
多
く

の
皆
さ
ん
に
多
大
な
迷
惑
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
社
会

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な

い
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
集
積
場
所
へ
地
域
外

の
人
が
不
適
切
な
ご
み
の
出
し

方
を
し
、
地
域
の
方
が
迷
惑
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
場
合
、
き
ち
ん

と
分
別
し
、
市
の
指
定
袋
に
入

れ
、
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
集

積
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
補
助
し
て

い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
法
人
等
事
務
所
は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売

店
か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る

方

③
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
に
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
し
、
自
己
の
住
居
に
設
置

で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

適
切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を

減
量
化
で
き
る
方

○
受
付
期
間

•
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の

随
時

•
補
助
予
定
台
数
（
40
台
）
に

達
し
た
場
合
、
そ
の
時
点
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
補
助
対
象
品
目

　

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
二
〇
，
〇
〇
〇
円
と

す
る
。

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
す

る
。

＊
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
犬
は
、つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必

ず
引
き
綱
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の

首
輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、

「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
迷

い
犬
札
に
な
り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
！

○
排
便
（
尿
）
は
専
用
ト
イ
レ

等
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。（
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
散
歩
を
し
ま
し
ょ

う
。）

○
散
歩
中「
ふ
ん
」を
し
た
時
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
泣
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え

て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
最
近
、
飼
い
主
の
わ
か
ら
な

い
猫
に
庭
や
家
屋
を
排
泄
物

で
汚
さ
れ
た
、
鳴
き
声
が
う

る
さ
い
等
の
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。
飼
う
な
ら
責
任
を

も
っ
て
、
他
人
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
に
飼
い
ま

し
ょ
う
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
　
　

購
入
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

犬
・
猫
の
飼
育
は

　
　
　

飼
い
主
の
責
任
と
愛
情
で
!!

ご
み
の

不
法
投
棄

禁
止
！
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生活環境のページ

２月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線
東側 地域

２月６日・20日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線
西側 地域

２月13日・27日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、
第 4項、第 6条の 2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。
（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）
（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付は
センターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに、廃棄物を自己搬入する場合は、
「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等住
所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させてい
ただいておりますので、市民の皆様方のご理解とご協力を
お願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー
植え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

＊クリーンセンターへの搬入は、岩出市内から排出されたものに限ります。また、搬入されたごみが、
事業系若しくは一般家庭から排出されたごみであるか不明瞭な場合は、住宅地図による排出先確
認にご協力ください。
＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意してください。
＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

クリーンセンターからお知らせ
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保保健健推推進進
だだよよりり

総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400

第
２
期 

麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ

ン
と
な
り
満
１
歳
（
１
期
）
と
小

学
校
就
学
前
の
１
年
間
（
２
期
）

の
２
回
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
２
期
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、
平
成
19
年
４
月
に
予
診
票

等
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

接
種
期
間
が
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
接
種
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＊
第
２
期
対
象
者

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

＊
お
問
い
合
わ
せ　

保
健
推
進
課

那賀休日急患診療所の
夜間診療時間の変更のお知らせ

那賀休日急患診療所紀の川市東大井 350　☎ 77-6410

　平成19年４月から診療時間が下記のとおりとなっ
ています。
(日曜祝日）
　昼間　９時～17時(受付終了16時30分）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）
(土曜日）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）

　

夏
場
は
暑
さ
や
夏
期
休
暇
で
、

冬
場
は
寒
さ
や
く
す
り
を
飲
ん
で

い
る
と
い
っ
た
理
由
で
、
献
血
に

ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
方
が
多
く

な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に

必
要
な
血
液
の
量
は
年
間
を
通
じ

て
ほ
ぼ
一
定
で
す
の
で
、
献
血
者

が
減
少
す
る
時
期
は
血
液
不
足
が

お
こ
り
ま
す
。

　

勇
気
を
だ
し
て
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
！
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

夏
場
・
冬
場
は
血
液
が
不
足
す
る
季
節
！

年　月　日
（協力団体等） 場　　所 受付時間

２月９日㈯ ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

２月26日㈫ 市役所 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

３月２日㈰ 総合保健福祉センター
（ふれあいまつり）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

３月８日㈯ ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

３月26日㈬
（赤十字奉仕団） メッサ  オークワ 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

～ 平成19年度  献血事業計画表 ～

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

２　

月

3 日 森 歯 科 医 院 紀の川市粉河 11-1 73-2220

10 日 正司歯科クリニック 紀の川市桃山町市場 71-3 66-2011

11 月 林 歯 科 医 院 岩出市金池 401-8 62-6012

17 日 岩崎歯科医院 岩出市川尻 56-3 62-9888

24 日 藤田歯科医院 紀の川市中三谷 17-20 77-6060

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成20年２月 平成20年３月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
18日㈪

H19 年 10 月生まれ
17日㈪

H19 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

19日㈫ 18日㈫

7か月児
12日㈫

H19 年 7 月生まれ
11日㈫

H19 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:15
13日㈬ 12日㈬

1歳8か月児
5日㈫

H18 年 6 月生まれ
4日㈫

H18 年 7 月生まれ 13:00 ～ 13:15
6日㈬ 5日㈬

3歳6か月児
8日㈮

H16 年 7 月生まれ
7日㈮

H16 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:30
15日㈮ 14日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
5日㈫

H19 年 3 月生まれ
4日㈫

H19 年 4 月生まれ 9:00 ～ 9:30
6日㈬ 5日㈬

2歳6か月児
8日㈮

H17 年 7 月生まれ
7日㈮

H17 年 8 月生まれ 9:00 ～ 9:30
15日㈮ 14日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

14日㈭
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

10日㈪

沐浴実習
妊婦疑似体験
産後うつについて
子どもの心を育てるために

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 21日㈭ 離乳食 13日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

4日㈪
22日㈮

機能訓練室のフリー
開放

3日㈪
21日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

9日㈯
ミレニアシティ
オークワ

2日㈰
総合保健福祉センター
（ふれあいまつり） 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

26日㈫ 市役所 8日㈯
ミレニアシティ
オークワ

26日㈬ メッサ  オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成20年2月、平成20年3月）

保健推進だより

13 広報いわで　2008.2
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先
平
成
20
年 

3
月
28
日
㈭

平
成
20
年 

3
月
25
日
㈫

平
成
20
年 

3
月
21
日
㈮

平
成
20
年 

3
月
18
日
㈫

平
成
20
年 

3
月
13
日
㈭

平
成
20
年 

3
月
11
日
㈫

3
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

生
涯
学
習

　

ワ
ク
ワ
ク  

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど

も
の
心
を
豊
か
に
し
、
言
葉
の
発

達
を
促
し
ま
す
。

○
内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
・
手
遊
び
他

○
日
時　

平
成
20
年
３
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
図
書
館

　
　
　
（
開
館
は
10
時
か
ら
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
』の
お
知
ら
せ

◎
成
人
講
座

●
閉
講
式

日
時
＝
２
月
16
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

●
教
養
講
座

　
「
く
す
り
と
の

　
　
　
　

上
手
な
つ
き
あ
い
方
」

講
師
＝
和
歌
山
県　

職
員

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
２
月
13
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
２
月
20
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
２
月
27
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

●
教
養
講
座

「
競
走
馬　

ハ
ル
ウ
ラ
ラ
」

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
２
月
15
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
２
月
22
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

全
剣
連

居
合
道
部
員
募
集
！

○
稽
古
場
所

　

岩
出
市
西
野

　

中
央
公
民
館
３
階
・
武
道
場

○
稽
古
日
時

　

毎
週
火
・
金
曜
日

　

19
時
〜
21
時
30
分

※
関
心
の
あ
る
方
は
見
学
に
来
ま

せ
ん
か
。
老
若
男
女
は
問
い
ま
せ

ん
。（
但
し
小
学
５
年
生
以
上
）

○
連
絡
先　

長
尾
武
ま
で

　
　
　
　
　

℡
62

３
９
２
４

ス
ポ
ー
ツ
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行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

２
月
21
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
12
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
福
祉
部

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

和
歌
山
県
子
ど
も
の

人
権
専
門
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ

２
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

　
「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番
」

を
開
設
！

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

　

無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

☎
０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
４

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
委
員
室
内
）

　

―　

相
談
内
容
等　

―

①
い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
、

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
人

権
専
門
委
員
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

②
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
直

接
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

③
２
月
13
日
か
ら
15
日
以
外
の
日

も
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
ま
で
同
じ
電

話
番
号
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
休
日
及
び
夜
間
は
留
守
番
電

話
に
な
り
ま
す
。）

岩
出
市
職
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
募
集
区
分

　

保
健
師
職　
　

2
名

◎
受
付
期
間

　

2
月
12
日
㈫
か
ら

　

2
月
26
日
㈫
ま
で

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
）

◎
試
験
日
・
場
所

　

一
次
試
験
（
筆
記
）

　
　

3
月
9
日
㈰

　
　

岩
出
市
役
所
第
4
会
議
室

　

二
次
試
験
（
面
接
）

　
　

同
日

　
　

岩
出
市
役
所

◎
受
験
資
格

　

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
、
若
し
く
は
平
成
20

年
3
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込

の
方

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◎
試
験
案
内
の
交
付

　

平
成
20
年
2
月
5
日
㈫
か
ら
、

総
務
部
総
務
課
人
事
係
に
お
い
て

交
付
い
た
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
用
紙
を
郵
送
で
請
求

す
る
場
合
は
、
宛
名
（
返
送
先
）

を
記
載
し
た
返
信
用
定
形
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
信
用
封
筒
に
は
必
ず
90
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
定
形
外
封
筒
を
同
封
す
る
場
合

は
必
要
な
額
の
切
手
を
貼
っ
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
岩
出
市
西
野
209
番
地

　

岩
出
市
役
所

　
　
　

総
務
部
総
務
課
人
事
係

　
　
　
（
内
線
１
２
９
・
１
３
０
）

相　

談

募　

集

暮らしの情報

NewMachine
長方形
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臨
時
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職

員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

○
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理

人　

1
名

○
受
付
期
間

平
成
20
年
2
月
12
日
㈫
か
ら
、

平
成
20
年
2
月
22
日
㈮
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
1
通

○
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

し
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

保
健
推
進
課

保
育
所
臨
時
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

岩
出
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
と

し
て
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
臨
時
保
育
士

保
育
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で

に
、
保
育
士
資
格
取
得
見
込
み

の
方
で
長
期
間
勤
務
で
き
る
方

○
賃
金　

一
日　

７
，
０
４
０
円

○
提
出
書
類

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

保
育
士
証
の
写
し
、
ま
た
は
保

育
士
資
格
取
得
見
込
み
を
証
す

る
書
類
の
写
し

○
勤
務
開
始
年
月
日

　

平
成
20
年
４
月
１
日

○
受
付
期
間

　

平
成
20
年
２
月
１
日
㈮
〜

　

平
成
20
年
２
月
15
日
㈮

○
面
接
日　

後
日
通
知

○
そ
の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係　

内
線
325

小
中
学
校

臨
時
職
員
の
募
集

　

市
立
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
臨

時
職
員
（
用
務
員
及
び
介
助
員
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
職
務
内
容

〈
用
務
員
〉
学
校
の
開
放
・
戸
締

や
清
掃
、
給
食
に
関
す
る
業
務
等

〈
介
助
員
〉
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
の
介
助
及
び
指
導
補
助
業
務

○
募
集
人
数　

用
務
員　

１
名

　
　
　
　
　
　

介
助
員　

３
名

○
応
募
資
格

　

健
康
で
長
期
的
に
勤
務
で
き
る
方

○
雇
用
期
間
及
び
勤
務
時
間

　

平
成
20
年
４
月
２
日
㈬
か
ら

〈
用
務
員
〉半
年
単
位（
更
新
有
）

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

〈
介
助
員
〉学
期
単
位（
更
新
有
）

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
45
分

○
賃
金　

一
日　

６
，
２
４
０
円

○
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈮
〜
２
月
13
日
㈬

　
（
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

○
提
出
書
類

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

※
応
募
職
種
明
記
す
る
こ
と
。

郵
送
可
能
（
２
月
13
日
必
着
）

○
面
接
日
等
詳
細
は
後
日
通
知

○
そ
の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
部
教
育
総
務
課　

内
線
297

催　

し

　

市
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
方
が
世

代
を
越
え
て
参
加
し
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
や

福
祉
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
住
民

同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
公

民
館
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
様
方
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
日
時　

平
成
20
年
３
月
２
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

◎
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

◎
テ
ー
マ

　

心
の
ふ
れ
あ
い
と
健
康

◎
内
容　

式
典
・
測
定
機
器
に
よ

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
各
種
体
験

コ
ー
ナ
ー
・
防
災
グ
ッ
ズ
展
示

コ
ー
ナ
ー
・「
ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
！
地

球
温
暖
化
」
パ
ネ
ル
展
・
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
コ
ー

ナ
ー
・
男
女
共
同
参
画
コ
ー

ナ
ー
・
花
の
苗
配
布
・
模
擬
店
・

年
長
児
（
各
保
育
所
、保
育
園
、

幼
稚
園
）
の
作
品
の
展
示
等
、

公
民
館
フ
ェ
ア
ー
で
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
を

行
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

※
当
日
、
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
巡
回
バ
ス
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
お
車
で
の
ご

来
場
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
公

民
館
フ
ェ
ア
ー
開
催
の
た
め
３
月

１
日
㈯
の
フ
リ
ー
開
放
と
３
月
２

日
㈰
の
フ
リ
ー
開
放
及
び
図
書
室

利
用
は
中
止
い
た
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

第
11
回 

岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

第
16
回 

公
民
館
フ
ェ
ア
ー

　
　
　
　
　
　

  

同
時
開
催
の
お
知
ら
せ

暮らしの情報

岩
出
市
女
性
の
つ
ど
い

の
開
催
に
つ
い
て

　

岩
出
市
女
性
会
議
で
は
、
次
の

と
お
り
「
平
成
19
年
度
岩
出
市
女

性
の
つ
ど
い
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◎
開
催
日
時

　

平
成
20
年
2
月
21
日
㈭

　
　

午
後
1
時
受
付

　
　

午
後
1
時
30
分
開
会

◎
開
催
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
内
容

　

☆
実
践
発
表

　
　

発
表
者　

岩
出
市
地
域
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

　

☆
講
演
会

「
笑
い
の
４
Ｐ

パ
タ
ー
ン　

耳
を
か
た

む
け
さ
せ
る
５
Ｐ

パ
タ
ー
ン

」

　
　

講
師

　
　
　

落
語
家　

笑
福
亭
松
枝
氏

★
手
話
通
訳
、
一
時
保
育
（
事
前

申
込
2
月
７
日
締
切
）あ
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
役
所
市
長
公
室
内

　

岩
出
市
女
性
会
議
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
１
４
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農
家
の
方
へ

　

田
畑
で
発
生
し
た
雑
草
、
藁
な

ど
の
焼
却
を
行
う
場
合
は
、
風
向

き
等
に
十
分
注
意
し
、
周
辺
の
土

地
所
有
者
ま
た
は
住
民
の
方
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
十
分
注
意
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
事
業
部
農
林

経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
・
イ
ノ
シ
シ

等
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

　

年
々
増
加
す
る
ア
ラ
イ
グ
マ
や

イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の

食
害
、
民
家
侵
入
に
よ
る
生
活
被

害
で
お
困
り
の
方
は
、
農
林
経
済

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害

防
止
の
た
め
、
電
気
柵
設
置
の
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

泉南・紀北の自然、歴史、文化を学ぶ

開催のお知らせ
～泉南海岸と紀ノ川平野のパノラマ展望を楽しもう～

　

泉
南
市
と
岩
出
市
を
通
る
主
要

地
方
道
泉
佐
野
岩
出
線
は
、
関
空

や
泉
南
と
紀
北
を
結
ぶ
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
り
、明
治
以
降
は
「
根

来
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
泉
州
と
紀

州
を
結
ぶ
歴
史
街
道
の
一
つ
で
す
。

　

泉
州
と
紀
州
の
境
と
な
る
和
泉

山
脈
に
は
、
昔
か
ら
の
里
道
や
峠

道
が
あ
り
、
本
ハ
イ
ク
で
は
、
紀

泉
わ
い
わ
い
村
か
ら
紀
泉
山
脈
を

横
断
し
て
岩
出
市
の
根
来
寺
に
至

る
ル
ー
ト
を
通
り
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
、観
光
施
設
に
触
れ
な
が
ら
、

中
継
点
や
ゴ
ー
ル
で
は
観
光
Ｐ
Ｒ

を
併
催
し
、
根
来
街
道
周
辺
の
魅

力
を
参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

●
開
催
日
時

平
成
20
年
２
月
24
日
㈰
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
頃

　

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

●
集　

合

南
海
樽
井
駅
、JR
和
泉
砂
川
駅
、

JR
岩
出
駅
の
各
駅
に
８
時
30
分

集
合

●
コ
ー
ス

各
集
合
駅
（
バ
ス
）・
・
・
紀

泉
わ
い
わ
い
村
↓
梵
天
山
展
望

台
↓
根
来
山
げ
ん
き
の
森
↓
和

歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン

タ
ー
↓
五
百
仏
山
遊
歩
道
↓
根

来
寺
大
門
↓
根
来
寺
境
内
↓
岩

出
市
民
俗
資
料
館
前
↓（
バ
ス
）

各
集
合
駅（
歩
行
距
離
約
10
㎞
）

＊
１
月
号
広
報
掲
載
内
容
と

コ
ー
ス
が
一
部
変
更
し
て
お
り

ま
す
。

●
主　

催

根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
協
議
会

●
参
加
費

大
人
（
中
学
生
以
上
）
一
人

１
０
０
０
円
子
供
一
人
５
０
０

（
集
合
駅
か
ら
の
往
復
バ
ス
代

を
含
む
）

●
募
集
定
員

３
０
０
人
（
小
学
校
高
学
年
以

上
日
帰
り
登
山
の
経
験
の
あ
る

健
康
な
男
女
。
な
お
、
小
学
生

は
引
率
者
同
伴
に
限
る
。

●
募
集
期
間

平
成
20
年
２
月
１
日
㈮
か
ら
平
成

20
年
２
月
15
日
㈮
当
日
消
印
有
効

（
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
で
次
の
事
項
を
記
載
の

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号

②
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表
者
名

③
集
合
す
る
駅
名

※
電
話
等
に
よ
る
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
協
議
会
事
務
局　

〒
５
９
６

０
０
７
６
大
阪
府

岸
和
田
市
野
田
町
３
丁
目
13
番

２
号　

大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の

総
合
事
務
所
内
℡
０
７
２

４
３
９

３
６
０
１
（
内
線
285
）

●
当
日
雨
天
中
止
の
問
合
せ

当
日
雨
天
（
荒
天
）
の
場
合
の

態
度
決
定
は
午
前
６
時
に
行
い

ま
す
の
で
、
事
務
局
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

℡
０
７
２

４
３
７

２
５
３
０

　和歌山県では、平成20年度に行う紀の国森づくり基金を活用し
た森づくり活用を公募しています。
　紀の国の森と「あそぶ・まなぶ」「つくる・まもる」「いか
す」をキーワードに、県民の皆様から、紀の国の森を守り育て、
県民の意識を醸成する活動を募集します。
　審査のうえ採用された活動には、紀の国森づくり基金から活用
費が助成されます。
■対　象　和歌山県内に事務所又は営業所を有する法人、その他

の団体［学校、NPO、自治会職場サークル等］
■助成額　20万以上200万円以下
■公募期間
　平成20年１月7日㈪～
　平成20年2月14日㈭
■問い合わせ先
　那賀振興局　産業振興部林務課
　ＴＥＬ　0736（61）0015
　ＦＡＸ　0736（61）0016

平成20年度  紀の国森づくり基金活用事業

岩出市内小学生ほんまもんの森林を学ぶ事業
（日高川町にて）根来小6年生の皆さん

暮らしの情報
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～65歳になったら～
　65歳になると、第１号被保険者になり、市から介護保険
被保険者証と介護保険料の納付書が送られてきます。介護
保険料は、65歳の誕生日の前日が属する月分からかかりま
す。それまで（40歳以上64歳以下＝第２号被保険者）
は、医療保険の保険料に介護保険分を加えて納めていただ
いています。
　例えば、誕生日が２月１日の場合、誕生日の前日は１月
31日なので、１月分からは第１号被保険者として、介護保
険料を納めていただくことになります。
　なお、国民健康保険では、第２号被保険者として納付し
なければならない保険料は、あらかじめ必要な月数に応じ
た算定をしています。それを原則10回（６月末から翌年３
月末まで）に分割して納めていただきますので、並行して
納めていただく期間は存在しますが、決して二重に納めて
いただくことにはなりません。

○第一号被保険者（65歳以上）介護保険料普通徴収　納期
　平成19年度介護保険料第９期分の納期限は、
２月29日㈮です。期日に遅れないようにお納めください。
　みなさんが納める保険料は介護保険の大切な財源となっ
ています。便利で確実な口座振替制度をご利用ください。

【介護保険に関する問い合わせ先】保険年金課介護保険係

ひとくち情報
介護保険

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

簡
単
な
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
金

融
機
関
や
郵
便
局
の
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
す
こ
と
が

で
き
る
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

で
す
。

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ

ざ
毎
月
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
出

向
く
手
間
も
省
け
、
う
っ
か
り
納

め
忘
れ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
方
法
に
は
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
末
に
納
付
す
る

「
毎
月
納
付
」、
１
年
分
又
は
半
年

分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
「
前
納
割
引
納
付
」、
当
月
分

の
保
険
料
を
当
月
末
に
納
付
す
る

「
早
割
納
付
」
が
あ
り
ま
す
。　

　

お
申
込
み
は
、
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
に
納
付
書
（
又
は
年

金
手
帳
）・
預
金
通
帳
・
口
座
届

出
印
を
持
参
し
、
備
付
け
の
口
座

振
替
依
頼
書
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
役
所

国
民
年
金
係
で
も
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
４
月
分
の
保

険
料
か
ら
「
前
納
割
引
納
付
」
や

「
早
割
納
付
」
を
ご
利
用
の
場
合
、

口
座
振
替
依
頼
書
が
平
成
20
年
２

月
29
日
㈮
ま
で
に
、
社
会
保
険
事

務
所
に
届
く
よ
う
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　
　
　

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

～岩出市生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は、「柿なます」をご紹介します。
《料理のいわれ、特徴》
　正月に使った串柿やつるし柿（干し柿）の利用として作りました。

　干し柿はほうずきと共に、喘息の薬になります。それを節分に利用します。

つくしグループ

料理名 柿なます グループ名 つくしグループ

【材料】

大根‥‥‥‥‥‥‥‥ 300 ｇ 

人参‥‥‥‥‥‥‥‥ 120 ｇ 

干し柿‥‥‥‥‥‥‥‥ 5個

酢‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ 2

みりん‥‥‥‥‥‥‥‥ 〃　

砂糖‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 〃　

いりごま‥‥‥‥‥‥‥ 〃　

【作り方】

①　大根、人参はせん切りにして塩をふってもみ、
しばらく置く。

　　　　　　　　　↓
②　柿は種を取って細く裂いておく。
　　　　　　　　　↓
③　いりごまと各調味料を混ぜ、よく絞った①と②

を和える。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理
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こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また、国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

被
保
険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に

限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、ま
た
は
、

既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ
た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
35
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
納
期

平
成
19
年
度 

国
民
健
康
険
税
第
９
期
分
の

納
期
限
は
、
２
月
29
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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　和歌山県では、誘致コールセンター企業への就
職希望者向けのコールセンター業務についてのセ
ミナーを開催いたします。

①岩出会場
　日時／平成20年 2月 13日㈬
　　　　午後１時から
　場所／那賀振興局　大会議室
　　　　（岩出市高塚209）

②和歌山会場
　日時／平成20年 2月 16日㈯
　　　　午後１時から
　場所／和歌山ビッグ愛801号室
　　　　（和歌山市手平2-1-2）
　（誰でも参加できます）、参加費無料です。

【問い合わせ先】
　和歌山県企業立地課
　〒640-8585　和歌山市小松原通1-1
　TEL.073-441-2748・2807
　e-mail e0622001@pref.wakayama.lg.jp
URL http://www.pref.wakayama.lg.jp/
prefg/062200/callsemi/

コールセンターセミナー
を開催します !!

募集課程・学科
　定時制課程（昼間コース・夜間コース）普通科
受検資格
以前に高等学校に在籍していた者で、高等学校を中途退学
した者
募集人員　若干名
出願期間
平成20年 2月 20日㈬から 2月 26日㈫までの土曜日及
び日曜日を除く日の午前10時から午後4時まで
出願手続
入学志願者は、次の書類を紀の川高等学校長に提出願います。

　ア　編入学願（本校所定用紙）
イ　前在籍高校における単位修得証明書及び成績証明書
検査日時
　平成20年 3月 13日㈭ 8時 50分から
検査内容
学科試験（国語、数学、英語）、作文及び面接（ただし、
満20歳以上の入学志願者（昭和63年 4月 1日以前に生
まれた者）については学科試験を免除します。）
検査会場　紀の川高等学校
その他　詳細は紀の川高等学校へお尋ねください。
　　　　〒649-7122　伊都郡かつらぎ町新田120
　　　　TEL.0736-22-0619　FAX.0736-22-5940

平成20年度 県立紀の川高等学校
編入学生徒募集

　

来
る
２
月
17
日
㈰
、
和
歌
山
県

市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
は
、
県
庁
前
を
午
前
11
時

に
ス
タ
ー
ト
し
、
和
歌
山
マ
リ
ー

ナ
シ
テ
ィ
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
10
区

間
25
㎞
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
、
市
内
の
各
小

中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
選
手
で

駅
伝
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
選
手
の

育
成
・
強
化
に
努
め
、
大
会
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
は
、市
か
ら
２
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
我
ら
が
岩
出

チ
ー
ム
に
熱
い
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
！

《
岩
出
市
選
手
団
》

▽
小
学
生
男
子

　

湯
河
匡
大　
　

中
央
小
６
年

　

福
岡
祥
平　
　

岩
出
小
６
年

　

狹
間
悠
冶　
　

山
崎
北
小
６
年

　

畑
中
星
輝　
　

中
央
小
６
年

　

伊
藤
光
祐　
　

山
崎
北
小
６
年

　

村
田　

昴　
　

上
岩
出
小
５
年

　

野
上　

徹　
　

山
崎
北
小
５
年

▽
小
学
生
女
子

　

田
林
は
る
な　

上
岩
出
小
６
年

　

森
杉
真
希　
　

中
央
小
６
年

　

上
野
瑞
穂　
　

岩
出
小
６
年

　

村
中
伽
於
厘　

山
崎
北
小
６
年

　

森
本
綾
華　
　

根
来
小
６
年

　

喜
多
遥
香　
　

岩
出
小
５
年

　

成
瀬
栞
里　
　

岩
出
小
５
年

▽
中
学
生
男
子

　

中
谷
勇
介　
　

岩
出
中
３
年

　

田
林
希
望　
　

岩
出
二
中
２
年

　

片
井
雅
也　
　

岩
出
二
中
２
年

　

玉
置
拓
哉　
　

岩
出
中
２
年

　

中
谷
友
紀　
　

岩
出
中
１
年

　

谷
北
壮
史　
　

岩
出
中
２
年

　

田
中
翔
悟　
　

岩
出
中
２
年

▽
中
学
生
女
子

　

児
玉
知
穂　
　

岩
出
中
２
年

　

松
原
杏
奈　
　

岩
出
中
２
年

　

杉
山
雅
美　
　

岩
出
中
１
年

　

川
端
柚
希　
　

岩
出
中
１
年

　

熊
給　

菖　
　

岩
出
中
２
年

　

上
野
彩
衣　
　

岩
出
中
２
年

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

〝
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
熱
い
思
い  

栄
光
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
〞

第７回
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和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
〔
住
所
〕
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９
６
２
１
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岩
出
市
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坂
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〔
電
話
〕
６
２
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〔
Ｆ
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〕
６
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２
５
７
０

【花と緑の教室】•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
「冬芽（ふゆめ）と早春の里山観察」（緑花センターとその周辺の里山で小さな冬と小さな春を見つけよう）
●日　時：2月24日㈰　13時30分～16時迄
●講　師：森林インストラクター　岡田　和久（オカダ　カズヒサ）先生
●参加費：無料（※但し別途入園料（大人：260円）が必要）
※現在、参加申込みを電話等で受付中です。（定員は32名まで先着順）
「洋ランの育て方」（シンビジウム、カトレア、コチョウランを主体とした洋ランの年間管理）
●日　時：3月2日㈰　13時30分～16時迄
●講　師：和歌山洋ラン協会　田村　好司　（タムラ　ヨシジ）先生
●参加費：無料（※但し別途入園料（大人：260円）が必要）
※現在、参加申込みを電話等で受付中です。（定員は32名まで先着順）
「楽しい盆栽の作り方」（小品盆栽入門）
●日　時：3月9日㈰　13時30分～16時迄
●講　師：緑風盆栽会　中畔　守（ナカグロ　マモル）先生
●参加費：材料費として500円程度と、入園料（大人：260円）が必要
※現在、参加申込みを電話等で受付中です。（定員は32名まで先着順）
【花・木及び作品の展示会】••••••••••••••••••••••••••••••••••
「早春の盆栽展」（松・梅等を中心とした作品の紹介と展示）
●日　時：2月9日㈯～11日㈪　9時～17時迄（※11日は16時30分迄）
●場　所：本館展示室
「早春の洋ラン展」（品種の紹介と展示）
●日　時：2月9日㈯～11日㈪　9時～17時迄（※11日は16時30分迄）
●場　所：別館展示室
「園内花の写真展」（園内で花や風景を撮影された方からの応募作品を審査し展示）
●日　時：2月20日㈬～3月16日㈰　9時～17時迄
●場　所：別館展示室の奥側
【気軽にちょこっと体験】（３月のテーマ：シンビジウムを植え替えましょう）••••••••••
●日　時：3月8日㈯・15日㈯　13時30分～15時迄
●講　師：緑花センター職員　花谷　秀夫（ハナタニ　ヒデオ）
●参加費：材料費として1,000円程度と、入園料（大人：260円）が必要
※参加条件は、家にシンビジウムがあり、当日シンビジウムを持参出来る方
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は24名まで先着順）
【第11回 園内の花の写真コンテスト】※応募締切日：２月11日㈪ 必着）•••••••••••••
緑花センターでは、園内で撮影された写真作品を募集しています。四季折々の草花の写真や、人と花とのやさし
いふれ合いを撮影したもの等、皆様の自信作を是非ご応募ください。
●作品テーマ：平成19年1月から応募締切日迄に、緑花センター内で撮影した花や風景を主題とした作品
●応募方法：応募作品の裏面に「応募票」を貼付して、緑花センターへ直接持参していただくか
　　　　　　　又は、ご郵送ください（締切日厳守）
●作品の規格：単写真で四つ切り（ワイド四つ切り）サイズ又はＡ4～Ｂ4サイズ
　　　　　　　デジカメ可（加工しないものに限る）
　　　　　　　カラープリントに限る（プリンターの場合は写真専用紙に限る）

2月の休園日は、2月 5日㈫、12日㈫、19日㈫、26日㈫となります。
２月の休園日のお知らせ

市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
絵
手
紙
愛
好
ク
ラ

ブ
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で

す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
絵
手
紙
愛
好
ク
ラ
ブ
」

　

期　

間

　
　

２
月
６
日
㈬
か
ら

　
　

２
月
28
日
㈭
ま
で

（
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
）

　

場　

所

　
　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　

2
階　

会
議
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
場
時
間
は
、

午
後
4
時
30
分
ま
で
。

休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
（
た
だ
し
、
そ
の
日

が
火
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、

そ
の
翌
日
）
で
す
。
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エ
ー
ス
の
座
降
り
て
今
で
は
粗
大
ゴ
ミ　
　
　
　
　

福
田　
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役
の
誇
る
特
技
は
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福
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武
幸

言
葉
数
少
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っ
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村
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山
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五
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湯
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サ
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小
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岩
出
に
も
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

民
話
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

昭
和
55
年
に
、
岩
出
町
は
岩
出

に
残
る
民
話
が
途
絶
え
て
し
ま
う

の
を
憂
い
、
後
世
に
民
話
の
伝
説

を
伝
え
よ
う
と
、「
岩
出
町
民
話
」

を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
に
は
、
身
近
な
地
名

や
今
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い

〝
岩
出
の
方
言
〞
が
出
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
岩
出
の
民
話

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

根
来
小
野
小
町

　

〜
「
岩
出
町
民
話
」
か
ら
抜
粋
〜

　

小
野
小
町
の
墓
が
各
地
に
多
数

あ
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
単
独
で

な
く
、
複
数
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

根
来
小
町
は
子
ど
も
の
頃
よ
り

歌
を
好
み
、
孤
独
で
情
が
こ
ま
や

か
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
小
町
も
美
し
く
成
長
し
て

隣
村
ま
で
も
知
れ
わ
た
り
、
小
町

の
許
へ
多
く
の
武
将
達
が
通
う
中

に
、
深
草
少
将
が
な
ん
と
か
自
分

の
お
嫁
さ
ん
に
し
た
く
思
い
、
百

日
の
満
願
（
神
に
願
掛
け
し
、
そ

の
日
数
が
満
ち
る
こ
と
）を
か
け
、

毎
日
毎
日
、
通
い
つ
め
て
、
と
う

と
う
九
十
九
日
通
い
、
明
日
が
い

よ
い
よ
満
願
の
百
日
目
と
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
根
来
小
町
は
ど
う
し

て
も
深
草
少
将
を
好
き
に
な
れ
な

か
っ
た
の
で
、
満
願
の
日
の
朝
、

根
来
小
町
が
腰
元
を
つ
れ
て
逃
げ

出
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
根
来
寺
の
西
に
あ

る
住
持
池
（
住
蛇
池
）
の
堤
防
の

上
ま
で
来
た
時
、
小
町
の
逃
げ
た

こ
と
を
知
っ
た
深
草
少
将
は
、
急

ぎ
馬
に
乗
り
小
町
の
後
を
追
っ
て

来
た
。

　

追
い
つ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
の

で
、
も
う
こ
れ
ま
で
と
思
っ
た
の

か
、
小
町
に
つ
か
え
て
い
た
や
さ

し
い
腰
元
が
小
町
の
衣
服
を
急
ぎ

身
に
つ
け
、
小
町
の
姿
に
替
え
て

住
持
池
に
身
を
投
げ
た
の
で
あ

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
深
草
少
将
は
替
え

玉
と
は
し
ら
ず
、
て
っ
き
り
小
町

が
身
を
投
げ
た
も
の
と
信
じ
、
自

分
も
小
町
の
後
を
追
っ
て
住
持
池

に
身
を
投
げ
た
の
で
あ
る
。

　

小
町
は
二
人
が
身
を
投
げ
た
の

を
見
て
、
人
の
世
の
無
常
を
悲
し

み
、
奥
安
上
谷
の
安
上
寺
（
現
、

岩
出
市
）
に
入
り
、
深
草
少
将
と

腰
元
の
菩
提
を
と
む
ろ
う
て
一
生

を
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

岩
出
に
伝
わ
る
ふ
る
さ
と
の
民
話 

②

住持池（根来地区）
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

２月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29

場 所 岩出図書館  おはなし室

３日•10日
「おはなしドロップス」

　17日
「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

２月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!



休館前の貸出・返却日程
かりる日 本をかえす日 AVをかえす日
２月４日㈪ ３月１日㈯ ２月11日㈪
２月５日㈫ ３月１日㈯ ２月13日㈬
２月６日㈬ ３月１日㈯ ２月13日㈬
２月７日㈭ 休館日
２月８日㈮ ３月１日㈯ ２月15日㈮
２月９日㈯ ３月１日㈯ ２月16日㈯
２月10日㈰ ３月２日㈰ ２月17日㈰
２月11日㈪ ３月３日㈪ ３月１日㈯
２月12日㈫ 休館日
２月13日㈬ ３月５日㈬ ３月１日㈯
２月14日㈭ 休館日
２月15日㈮ ３月７日㈮ ３月１日㈯
２月16日㈯ ３月８日㈯ ３月１日㈯
２月17日㈰ ３月９日㈰ ３月１日㈯
２月18日㈪ 蔵書点検休館
２月19日㈫ 蔵書点検休館
２月20日㈬ 蔵書点検休館
２月21日㈭ 蔵書点検休館
２月22日㈮ 蔵書点検休館
２月23日㈯ 蔵書点検休館
２月24日㈰ 蔵書点検休館
２月25日㈪ 蔵書点検休館
２月26日㈫ 蔵書点検休館
２月27日㈬ 蔵書点検休館
２月28日㈭ 蔵書点検休館
２月29日㈮ 蔵書点検休館
３月１日㈯ この日から通常どおり

特別整理期間のお知らせ
2月18日㈪～2月29日㈮

岩出図書館は、特別整理期間のため休館させていただきます。
休館前・休館中のご案内
★休館に伴い、2月4日㈪～17日㈰の間の図書の貸出は、貸出期間を3週間に
延長します。

★図書の貸出冊数は、最多で10冊です。
★視聴覚資料（貸出期間1週間3点）・複製画（貸出期間1ヶ月1点）につい
ては、通常どおりです。

★返却期限の前にお返しいただく場合は下記の返却ポストをご利用ください。
　・岩出図書館ブックポスト（正門の右側）
　・駅前ライブラリーブックポスト
　ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など破損の恐れの
ある資料は開館時に直接カウンターにお返しください。
★休館中もインターネット蔵書検索、インターネット予約はご利用いただけます。
　ただし、受取可能の予約資料の確保および通知は3月1日以降になります。

特別整理期間とは……
　岩出図書館（分館・分室含む）では、特別整理期間として年に一度（2月）の休館をい
たします。
　この間は、10万冊以上ある所蔵資料の動きを止めての一斉点検や、普段できない建物
機器の修理・点検を行う大切な時期になっています。
　図書館の資料は貸出・返却や館内閲覧によって位置が常に動くことや、置き場所が細か
く決まっているために、その位置にないと資料探しのご要望にお応えできないという事態
が発生します。
　快適で便利に図書館をご利用いただくために必要な作業を行っておりますので、ご迷惑
をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。
　なお、期間中の本の返却は、図書館正門右横のブックポストをご利用ください。

特別整理期間の作業内容
1　ハンディ端末をつかっての全資料の点検
　（10万冊以上の資料のバーコードを1冊ずつチェックします）
2　建物設備の点検・修理（耐久機材の交換や、点検修理をします）
3　機器類の定期点検修理（機械部品の交換や、点検修理をします）
4　普段できない清掃（本をよけて書架を清掃します）
5　防災設備の点検や訓練（非常ベルや消火設備の点検修理や防災訓練をします）
6　書架整理（増えた本の移動や、除籍の処分をします）
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市の人口と世帯（平成 19年 12月末日現在）　総人口 51,980 人　男 25,146 人　女 26,834 人　世帯数 19,598

出展：環境省「地球温暖化パネル」より 【問い合わせ先】生活福祉部 生活環境課　TEL.62-2141（内線186）


